








 

 

 

 

 

 

  

 

 

「健康・生活」⇒  

「運動・感覚」⇒ 

「認知・行動」⇒  

「言語・コミュニケーション」 

  ⇒  

「人間関係・社会性」⇒  

・1 人ひとりの存在（命）を大切にし、個人に合

わせた療育を提供します。 

・医療的ケアに対してもご家族様、医療機関と連

携して対応します。 

・住み慣れた地域で、より豊かでゆとりある生活

が送れるよう支援します。 

・お客様一人ひとり

に合わせた成長の手

助けや「出来る事」を

増やせるよう支援し

ます 

 

・様々な年齢層のお

客様同士の関わりを

通して社会性を育み

ます。 

 

・進路先や移行先選択への相談援助や情報提供を行います。 

・移行支援会議等に参加し、スムーズな移行が出来るよう 

情報提供や引継ぎを行います。 

 

・連絡帳や送迎時に保護者様、ご家族様と情報共有を行います。 

・定期的に面談を行い、現状の報告、今後の方針、相談等にも対応

します。 

・保護者交流会を年２回程度開催し、ご家族様同士の交流や障がい

についての知識、対応方法等を伝えていきます。又、新しい情報

や進学に対する情報提供を行います。 

 

「世のため、人のため」 
心身の発達に心配のある児童及びその家族に

対して、一人一人の特性や課題に応じた「生活」

「遊び」「学習」を基本とする様々なプログラム

により個々の経験を豊かにしながら、もともと

持っている能力を最大限に引き出しさらに可

能性を広げることを目指しています。そして、

各専門職種の相談・訓練等の総合的な支援によ

り、地域の子どもたちとそのご家族が、それぞ

れの「らしさ」を大切にしたより豊かでゆとり

ある生活が送れることを願っています。 

♦営業時間→8:30～17:30 

♦サービス提供時間 

→9:00～16:00 

♦送迎サービス→あり（要相談） 

【健康・生活】 

【認知・行動】 

【言語・コミュニケーション】 
【運動・感覚】 

【人間関係・社会性】 

・併用事業所や基幹支部センター、医療機関等の他事業所との 

連携を図ります。 

・防災を含めた地域住民や関係機関との連携を図ります。 

・様々な内部/外部研修に参加しています。 

・発達障がいや特性理解に関する研修 

・支援スキル向上の為の研修 

・虐待防止/身体拘束に関する研修 

・感染症/BCP 自然災害に関する研修 など 

 

    保護者交流会（年２回程度） 

 交流会や勉強会等、事業所で企画した内容を

保護者様と一緒に情報共有を図り、保護者様

同士の交流を行います。 

野外活動、季節活動（各季節毎） 

季節によって野外活動や季節の行事を取り

組み、本人様の成長を促して参ります。又、

新しい事への取り組みも積極的に行います。 

・お客様同士の交流 

・スタッフとの関わり 

・ゲーム等でのレクリエーション 

・地域・社会との関わり 

・健康状態の細やかな確認、観察 

・医療的ケアへの対応 

・日常生活動作獲得（食事、排泄、着脱等） 

 

・身体機能の維持、改善 

・移動等の動作獲得 

・感覚刺激による成長を

促す 

・言語理解に対する支援 

・色、形のマッチングや空間・時間

の概念形成への支援 

・適切行動への支援（その場に合っ

た行動） 

・発語の促進支援 

・意思表出の形成、意思決定に対する支援 

・人とのコミュニケーション能力の向上 

 

ゆいまーるは専門職（保育士・看護

師・児童指導員・介護福祉士・セラ

ピスト）の多職種が連携し、重度の

障がいに対してもお客様の特性を

より伸ばし、 1 人ひとりの個性を

大切にして療育を取り組みます。 

 

ゆいまーるとは？ 
・沖縄の言葉で「支えあう仲間」という意味です。1 人ひとりの存在（命）

をお互いに大切にしながら、支え合う輪を広げる支援を行います 
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・ビジョントレーニング 

・お口の体操 

・語彙を増やす 

・マッチング 

・ぺクス   など 

・手首の使い方 

・指の分離 

・指先の使い方 など 

・SST(ソーシャルスキルトレーニング) 

・個別(分かる事を増やす) 

・小集団活動 

・困った時の発信方法 など 

・道具の使い方 

・着脱 

・排泄/歯磨き/うがい 

・所持品の始末 など 

・サーキット 

・運動・感覚遊び など 

＊理学療法士と連携して

行います。 

・SST(ソーシャルスキルトレーニング) 

・先の見通しを立てる 

・ルールの視覚支援 

・善悪の判断 

・欲求/要求の発信 など 

・言語理解 

・危険認知 

・物の概念 

・記憶 ・模倣 ・分別 など 

・SST(ソーシャルスキルトレーニング)   

・小集団活動 ・スタッフとの関り 

・園での様子把握 ・遊びの設定  など 

・お子様に必要な教

材・活動に取り組み、

自分で「できる事」

「分かる事」を増や

します。 

・簡単なルールのあ

るゲームや活動を通

してお友達との関わ

りやルールを学び、

社会性を育みます。 

・年長児を対象に学校の生活を想定した「学校ごっこ」に取り組み、

就学後の生活を体験します。 

・同じ校区のお友達と顔見知りになれるよう、利用日を合わせます。 

・就学後の関係機関と情報共有を行います。 

・ご家族も一緒に活動する「家族療育」を年 2 回行います。お子様

の情報を共有し、ご家族の困り感(ご兄弟も含む)に対して関わり

方のポイントを一緒に考えていきます。 

・取り組み内容(教材)は、活動中の写真を貼付し、分かりやすくお伝

えします。 

・ご家族を対象に、交流会やペアレントプログラムを含む勉強会等、

事業所で企画した茶話会を開催します。 

「慈しみ」「友情」「おもいやり」 

♦営業時間→8:30～17:30 

♦サービス提供時間 

→9:00～16:00 

♦送迎サービス→あり 

【健康・生活】【運動・感覚】 

【運動・感覚】【健康・生活】 

【認知・行動】 

【言語・コミュニケーション】 

【運動・感覚】

【認知・行動】 

【健康・生活】 

【健康・生活】 

【人間関係・社会性】 

【認知・行動】【人間関係・社会性】 

【言語・コミュニケーション】【認知・行動】 

・関係機関(相談支援事業所/園/学校/保健師/学校教育課等)との連携

を行います。 

・保育所等訪問支援事業を行っています。 

・様々な内部/外部研修に参加しています。 

・発達障がいや特性理解に関する研修 

・支援スキル向上の為の研修 

・虐待防止/身体拘束に関する研修 

・感染症/BCP 自然災害に関する研修 など 

 

    家族療育（年齢別/年 1～2 回） 

 ご家族も一緒に活動を行います。 

    保護者対象茶話会（年４回程度） 

 交流会や勉強会等、事業所で企画した茶話会

を行います。 

１日療育（年長児対象/年２回） 

学校生活を想定した「学校ごっこ」を行い、 

就学後のリズムを体験します。 
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